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スクールプロジェクトとは

世界中の子どもたちが音楽や器楽活動を通して
未来を生きる力を育み、こころ豊かな人生を送ることができる世界の実現を目指し、

公教育における「新しい音楽の授業」の構築支援に世界各地で取り組んでいます。

事業活動を通じて、音楽文化のサステナビリティへの貢献を目指すプロジェクト
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ヤマハが考える音楽授業

上手な演奏だけをゴールとするのではなく、
集団の中でのコミュニケーションや人間として必要なスキルを身につけること。

才能のある子どもだけが輝く実技訓練の場ではなく、
音楽を学ぶ中で全ての児童が等しく「未来を生きる力」を楽しく、豊かに身に着けること。

音楽の授業の目的はそうあって欲しいとヤマハは願っています。

人間の成長に不可欠な他者との交わりを、音を通して学ぶ機会



・Malaysia ・Indonesia
・Vietnam ・India
・Brazil ・Egypt
・UAE ・Colombia
・Philippines    

児童 422万人
14,800 校, 9か国

インド／公立での初のリコーダー授業 フィリピン／グループワーク コロンビア／初めてリコーダーを手に取る児童

ベトナム／教育訓練省との合意、覚書締結展開国・累計実績（2024年12月時点）

活動実績と各国状況



エジプト・日本学校(EJS) 50校で、
小学3・4年生を対象に
リコーダーを使った音楽教育を実施しています

エジプト全土で実施されている新たな教育方針「EDUCATION2.0」にも
記載のある「規律的・協働的」な人材育成を実現するため、
ペア・グループワークなどを取り入れた独自プログラムを展開しています。

2020,2022年EDU-Portニッポン応援プロジェクトに採択いただきました。
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スクールプロジェクト エジプトでの活動

■活動経緯■
2020年：JICA中小企業・SDGsビジネス支援事業に採択

 EDU-Portニッポン応援プロジェクトに採択
2021年：EJS9校にてパイロット開始
2022年：EDU-Portニッポン応援プロジェクトに採択

 非認知能力を育む新教材開発・使用開始
2023年：48校にてプログラムを展開中
2024年：50校 全員での発表会

(photo by Egyptian Japanese School)
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児童主体のアクティビティを取り入れた教材開発

東京学芸大こども未来研究所と共同で
日本と同じ4分野(歌唱、器楽、音楽づくり、鑑賞)を含む教材を開発

教員用指導書 / 児童用教材 デジタル教材 / ワークシート デジタル教材の指導冊子
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年2回の教員研修とオンラインでのフォローアップ研修
講義型授業から児童同士の学び合いへ
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一般校への展開拡大の課題
不十分な国定カリキュラムと質量ともに不足している教員

教員養成大学でのワークショップ
2024年10月Helwan大学で学生約50人に2日間の研修を実施

G5 音楽教員用指導書 抜粋

課題
不十分な国定カリキュラム
・ソプラノリコーダーで演奏不可能な楽曲
・児童用教科書がない
質量ともに不足している教員
・教員養成大学でカリキュラムの内容が教えられていない
・教員になった後の教員研修がない
・カイロでは教員養成大学を卒業後ほぼ私立学校に就職



フィリピン
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エジプトでの学びと知見を新規展開国へ

エジプトでの試行錯誤から得た知見は確実にヤマハの中に蓄積されており、
コロンビアやフィリピン等の新規展開国では、順調に現場での導入が進んでいる

コロンビア
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